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 要　　旨
背景
今日、マーケティング研究の分野では、消費者発信型メディア、「Consumer Generated Media」(以下：CGM)が注
目を集めている。更に、近年では、ブロードバンドの普及や、カメラ付き携帯電話の普及、そして "Youtube"に代表さ
れる動画公開、共有サービスの利用拡大に伴い、消費者が発信する情報は、従来からのテキストや画像の形式にと
どまらず、動画を組み合わせたものへと変化している。
目的
本研究では，動画と組み合わせられることによってテキスト表現の形になんらかの変化が生じるのかどうかを調査
する。従来，口コミ情報として取り上げられてきたのは一般にテキスト情報であり，口コミ情報を分析し，消費者の意見
を抽出するアプローチも，主にテキストデータを対象として行われてきた。しかし，仮に動画と組み合わされることによ
ってテキストの形に変化が生じるとすれば，これに対応した新たな分析手法が必要になる。こうした問題に先立って，
本 稿 で は ， ま ず 動 画 の 有 無 に 応 じ た テ キ ス ト の 形 の 変 化 の 有 無 を 調 査 す る 。
方法
具体的な調査方法は以下のとおりである。まず資料として，2006 年 12 月 2 日に発売された任天堂 Wii に関する
CGM 情報を対象として採用した。Web 上で発売前後各 2 週間の Wii というキーワードを含むブログの口コミ情報を
収集し、これを動画ありのものとなしのものに分けてデータベース化する。そして，それぞれのテキストデータをテキス
トマイニングツールである KHCoder を用いて分析し、商品名「Wii」というキーワードを軸に出現する形態素の全体的
な傾向の変化を時系列に捉える。
調査の手がかりとして，次のような仮説を設定した。
    仮説 1。動画を組み合わせたブログのテキストの文脈は肯定的に傾いている。
 仮説 2。動画を組み合わせたブログのテキストの文脈は感情的な表現が多い。
仮説の検証・考察
こうした仮説を実証的に検証することで，動画の有無に応じたテキストの形の変化の有無を調査する。結果、動画を
含むブログのテキストの方が、動画を含まないブログのテキストに比べて、肯定表現と否定表現ともに割合が高くなる 。
動画がある場合、仮説のとおり、テキスト中の肯定的な表現が多くなっていることがわかる。しかし同時に、否定的な
表現も多くなっている。このことから判断すると、動画と組み合わされることにより、単に肯定的な表現が増えるという
わけではなく、肯定的表現と否定的表現を含めた、ストレートな感情表現の言葉が増えている可能性がある。
　これを検証するため、感嘆詞などに注目し、直接的な感情表現を表す形態素の含まれる割合を、動画あり、動画な
しのブログについて調査した。この結果、動画を含むブログの場合、テキスト表現の傾向は、より感情的な表現が多く
なると結論づけられる。
